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禅
宗
の
師
家
制
度
に
つ
い
て

パ
ー
ト
１

曹
洞
宗
の
師
家
制
度
に
つ
い
て
（
調
査
メ
モ
）

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
研
究
員
）

内

山

善

行

曹
洞
宗
に
は
伝
統
的
に
師
家
制
度
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
ま
た
昭
和
五
七
年
四
月
一
日
付
け
で
師
家
養
成
所
を
作
っ
た
が
、
現
在
、
師

家
制
度
は
あ
ま
り
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
。
そ
の
周
辺
の
事
情
を
含
め
て
、
曹
洞
宗
の
現
状
を
調
査
し
、
メ
モ
と
し
て
記
し
て
み
た
。

ま
ず
、
師
家
に
関
す
る
曹
洞
宗
の
規
程
・
細
則
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

曹
洞
宗
教
育
規
程
（
平
成
一
六
年
四
月
一
日
変
更
）

第
四
七
条

両
大
本
山
に
そ
れ
ぞ
れ
特
別
僧
堂
を
置
き
、
師
家
に
な
ろ
う
と
す
る
人
材
を
育
成
す
る

第
四
九
条

特
別
僧
堂
の
安
居
者
（
以
下
「
安
居
者
」
と
い
う
）
は
、
三
年
を
期
間
と
し
て
、
実
践
参
究
す
る
も
の
と
す
る

第
五
〇
条

年
度
ご
と
の
安
居
者
の
定
員
は
一
〇
人
と
す
る
。

二

安
居
者
は
、
師
家
又
は
准
師
家
に
な
る
意
志
が
あ
り
、
一
等
教
師
以
上
の
僧
階
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
堂
長
が
選

考
し
て
定
め
る
。

三

安
居
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
宗
門
教
育
施
設
の
長
の
推
薦
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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曹
洞
宗
師
家
規
程
（
平
成
七
年
四
月
一
日
変
更
）

第
三
条

師
家
は
、
師
家
及
び
准
師
家
の
二
種
と
す
る
。

第
四
条

師
家
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
格
を
備
え
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

権
大
教
師
以
上
で
あ
る
者

准
師
家
と
し
て
五
年
以
上
在
職
し
、
実
績
が
あ
る
も
の
。

第
五
条

准
師
家
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
格
を
備
え
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

正
教
師
以
上
で
あ
る
者

特
別
僧
堂
又
は
特
別
尼
僧
堂
の
課
程
を
修
了
し
、
僧
堂
に
講
師
と
し
て
三
年
以
上
勤
務
し
た
者
若
し
く
は
師
家
養
成
所
を
修

了
し
た
者
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
実
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
条
に
規
定
す
る
准
師
家
資
格
認
定
会

に
お
い
て
、
そ
の
資
格
を
認
定
さ
れ
た
者

第
六
条

准
師
家
資
格
認
定
会
は
、
宗
務
総
長
、
教
学
部
長
、
両
大
本
山
の
西
堂
及
び
後
堂
並
び
に
本
宗
の
教
師
の
う
ち
有
識
者
二

人
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る

曹
洞
宗
師
家
養
成
所
細
則
（
平
成
七
年
四
月
一
日
変
更
）

第
四
条

養
成
所
の
修
行
期
間
は
四
年
と
し
、
年
間
三
か
月
以
上
開
設
す
る
。

第
五
条

養
成
所
の
年
度
入
所
者
の
定
員
は
、
一
〇
人
と
す
る
。

第
六
条

養
成
所
の
入
所
者
は
、
一
等
教
師
以
上
の
者
で
あ
っ
て
、
曹
洞
宗
の
僧
侶
教
育
施
設
の
長
の
推
薦
が
あ
る
者
の
う
ち
か
ら

内
局
が
選
考
し
て
定
め
る
。
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さ
て
、
師
家
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

「
宗
師
家
・
宗
匠
・
禅
知
識
と
も
い
う
。
禅
宗
で
は
修
行
僧
（
学
人
・
雲
水
）
を
教
育
指
導
す
べ
き
立
場
に
あ
る
僧
を
い
う
。
禅
の
真
の

あ
り
よ
う
を
体
得
し
、
修
行
僧
の
目
を
開
か
せ
る
力
量
を
そ
な
え
、
か
つ
自
由
自
在
に
方
便
を
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
老
練
な
僧
を
さ

す
。
祖
師
禅
の
立
場
か
ら
は
、
受
戒
の
師
の
ほ
か
に
伝
灯
の
祖
師
を
立
て
て
、
釈
迦
よ
り
的
的
相
承
さ
れ
た
仏
心
印
を
伝
え
る
者
の
み

が
、
真
の
師
で
あ
る
と
す
る
」（『
佛
教
大
事
典
』
小
学
館
、
一
九
八
八
年
、
三
七
八
ペ
ー
ジ
）

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

「
一
般
の
禅
僧
に
対
し
て
、
修
行
経
験
豊
富
で
、
師
と
し
て
の
学
徳
を
有
し
修
行
僧
の
指
導
役
に
当
た
る
僧
。
師
家
は
、
そ
の
師
に
つ
い

て
入
室
参
禅
し
印
可
を
得
て
は
じ
め
て
、
師
家
と
称
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」（
禅
学
大
辞
典
編
纂
所
編
『
新
版

禅
学
大
辞
典
』
大
修

館
書
店
、
一
九
七
八
年
、
四
二
四
ペ
ー
ジ
）。

准
師
家
に
な
る
に
は
正
教
師
以
上
の
者
、
師
家
に
な
る
に
は
権
大
教
師
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
師
家
規
定
に
あ
る
が
、
曹
洞
宗

の
教
師
資
格
は
「
法
階
」
と
「
僧
階
」
の
二
つ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
法
階
」
と
は
、
教
団
に
お
け
る
僧
侶
と
し
て
の
経
歴
に

よ
る
も
の
で
、
得
度
し
て
上
座
と
な
り
、
次
に
座
元
、
和
尚
、
大
和
尚
と
い
う
四
つ
の
階
級
が
あ
る
。「
僧
階
」
は
八
階
級
あ
る
。
学
識

や
年
令
等
に
よ
る
教
師
資
格
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
約
一
万
六
千
人
の
教
師
が
い
る
（
日
蓮
宗
教
師
は
約
八
千
人
だ
か
ら
、
約
二
倍
の
数

で
あ
る
）。

僧
階
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

八
・
三
等
教
師

七
・
二
等
教
師
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六
・
一
等
教
師
（
こ
れ
よ
り
住
職
）

五
・
正
教
師
（
准
師
家
は
正
教
師
以
上
）

四
・
権
大
教
師
（
五
五
歳
以
上
）

三
・
大
教
師

二
・
権
大
教
正
（
師
家
は
権
大
教
正
以
上
）

一
・
大
教
正
（
貫
首
、
前
貫
首
の
み
）

二
十
歳
以
上
の
者
で
各
種
学
歴
の
資
格
を
有
し
、
信
行
道
場
を
終
了
し
た
者
に
は
一
律
教
師
と
し
て
の
資
格
が
与
え
ら
れ
、
ま
た
、
教

師
の
等
級
は
十
二
の
僧
階
に
定
め
ら
れ
る
日
蓮
宗
と
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
得
度

得
度
し
た
人
間
を
上
座
と
い
う
。
上
座
に
な
っ
た
段
階
で
僧
侶
に
な
る
。
ま
た
、
特
別
に
曹
洞
宗
の
教
学
を
勉
強
し
な
く
て
も
、
僧
侶

に
な
れ
ば
僧
堂
に
入
る
資
格
が
で
き
る
（
曹
洞
宗
教
育
規
程
第
一
二
条
「
本
山
僧
堂
の
掛
塔
資
格
は
、
本
宗
の
僧
侶
で
あ
っ
て
中
学
校
卒

業
以
上
の
者
と
す
る
」）。

得
度
さ
せ
た
師
匠
が
本
山
に
修
行
に
出
す
の
だ
か
ら
そ
の
師
匠
が
最
低
限
の
こ
と
を
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
師
匠
が
自
分

の
親
で
あ
る
場
合
が
多
数
を
占
め
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
前
提
が
く
ず
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
師
僧
と
弟
子
の
「
師
資
相
承
」
が

破
綻
を
き
た
し
つ
つ
あ
る
本
宗
と
似
て
い
る
。

平
成
八
年
度
の
「
宗
勢
調
査
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
本
宗
で
も
、
現
在
の
寺
院
の
住
職
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
「
親
子
に
よ
る
世

襲
」
が
四
四
・
五
％
、
こ
れ
に
続
く
「
師
匠
の
推
挙
に
よ
る
」
が
一
六
・
七
％
、「
檀
信
徒
の
推
挙
に
よ
る
」「
自
ら
求
め
て
」
と
言
う
理
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由
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
親
が
師
僧
と
な
る
パ
ー
セ
ン
ト
が
高
く
な
っ
て
い
る
本
宗
で
も
、
子
弟
教
育
の
問
題
が
重
要
さ
を
も
っ
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
。（
宗
報

平
成
一
五
年
一
一
月
号
）

曹
洞
宗
の
師
匠
に
は
、
得
度
の
師
匠
と
法
導
師
（
結
制
の
師
匠
）
と
本
師
（
正
式
に
選
ぶ
師
匠
で
あ
り
、
最
終
的
な
正
式
な
師
匠
と
弟

子
の
関
係
を
規
定
す
る
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
部
同
じ
場
合
も
あ
れ
ば
全
部
違
う
場
合
も
あ
る
。
最
近
は
全
部
一
緒
の
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
る
。
こ
こ
に
、
師
家
制
度
が
あ
ま
り
機
能
し
な
く
な
っ
た
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

法
階
の
一
例

得
度
す
る
（
上
座
）。

得
度
の
寺
の
師
匠
の
命
令
に
よ
り
永
平
寺
に
入
る
。

ま
る
二
年
目
に
、
次
の
段
階
の
座
元
に
進
む
た
め
結
制
（
安
居
）
に
お
け
る
法
戦
式
の
儀
礼
を
す
る
。
ま
た
、
結
制
の
期
間
の
首
座
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

誰
の
法
を
継
ぐ
か
、
誰
と
正
式
の
師
弟
関
係
に
な
る
か
を
決
め
る
。
そ
の
た
め
、
嗣
法
儀
礼
を
行
な
う
。

本
来
は
、
あ
る
人
の
教
え
が
は
っ
き
り
分
か
っ
た
こ
と
、
受
け
継
い
だ
教
え
が
分
か
っ
た
こ
と
を
、
嗣
法
と
い
う
が
、
い
ま
や
こ
れ
は

師
弟
関
係
を
固
め
る
儀
礼
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
嗣
法
は
寺
院
の
住
職
の
後
継
問
題
と
か
ら
ん
で
き
て
、
そ
の
寺
の
住
職
を
引
き

継
ぐ
た
め
、
そ
の
人
か
ら
嗣
法
す
る
、
つ
ま
り
住
職
後
継
の
条
件
み
た
い
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

嗣
法
が
終
わ
っ
た
段
階
で
教
師
資
格
さ
え
取
れ
ば
、
住
職
に
な
れ
る
。
嗣
法
し
な
け
れ
ば
住
職
に
も
な
れ
ず
、
教
師
資
格
も
取
れ
な

い
。和

尚
（
結
制
を
し
な
い
段
階
の
住
職
は
和
尚
）

晋
山
結
制
を
し
て
大
和
上
に
な
る
。
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◎
理
想
と
現
実

在
家
か
ら
出
家
し
た
者
の
大
き
な
弱
点
は
、
自
分
の
頭
の
中
で
、
僧
侶
と
い
う
も
の
、
仏
教
と
い
う
も
の
に
対
す
る
考
え
が
膨
ら
み
す

ぎ
、
出
来
上
が
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
修
行
に
入
る
と
、
理
想
と
現
実
が
全
然
違
う
。
そ
こ
で
、
こ
ん
な
の
は
仏
教
で

は
な
い
、
こ
ん
な
の
は
道
元
禅
師
の
教
え
で
は
な
い
と
か
い
っ
て
、
二

三
ヶ
月
で
辞
め
て
い
っ
て
し
ま
う
者
が
い
る
と
い
う
。
服
は

ち
ゃ
ん
と
着
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
の
に
、
着
る
か
着
な
い
か
で
逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
在
家
か
ら
出
た
も
の
は
、
自
分
の
頭
の

中
で
動
機
付
け
が
あ
り
す
ぎ
る
こ
と
と
、
な
さ
過
ぎ
る
こ
と
と
で
、
失
敗
す
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
。

◎
僧
堂

永
平
寺
と
総
持
寺
の
両
大
本
山
と
、
全
国
に
約
三
〇
ヶ
所
の
僧
堂
、
数
百
ヶ
所
の
参
禅
機
関
が
あ
る
。
必
ず
し
も
両
大
本
山
で
修
行
す

る
必
要
は
な
く
、
修
行
を
す
る
の
は
ど
の
僧
堂
で
も
よ
い
。
し
か
し
権
威
・
格
が
あ
る
永
平
寺
と
総
持
寺
の
両
大
本
山
に
人
気
が
集
ま
っ

て
い
る
。

大
本
山
に
は
二
〇
〇
人
近
く
の
修
行
僧
が
い
る
が
、
地
方
僧
堂
で
は
七
人
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。
あ
る
程
度
人
数
が
い
な
け
れ
ば

で
き
な
い
儀
礼
も
あ
る
の
で
、
や
る
こ
と
の
内
容
も
か
な
り
違
う
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
僧
堂
は
財
政
基
盤
が
弱
い
の
で
、
ス
タ
ッ

フ
を
ち
ゃ
ん
と
そ
ろ
え
る
こ
と
が
難
し
く
、
各
僧
堂
の
水
準
が
か
な
り
違
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

地
方
僧
堂
に
は
昔
は
田
畑
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
農
地
改
革
で
寺
領
を
没
収
さ
れ
、
そ
の
上
、
檀
家
が
少
な
い
の
で
、
大
き
い
伽
藍

に
修
行
僧
を
養
っ
て
維
持
し
て
い
く
の
は
大
変
の
模
様
で
あ
る
。
僧
堂
に
入
る
時
の
費
用
は
、
原
則
と
し
て
か
か
ら
な
い
。

現
在
の
僧
堂
の
中
で
の
大
き
な
風
潮
は
、
基
本
的
に
は
坐
禅
を
さ
せ
、
儀
礼
を
さ
せ
、
作
務
を
さ
せ
る
と
い
う
身
体
面
に
関
す
る
修

行
・
訓
練
に
傾
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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◎
僧
堂
生
活

・
食
事
作
法
は
世
界
で
一
番
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
。

・
托
鉢
は
年
に
数
回
。
毎
日
や
っ
て
い
る
僧
堂
も
あ
る
。

・
僧
堂
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
や
り
、
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
宗
門
機
関
が
介
入
す
る
こ
と
は
な
く
、
全
国

統
一
の
僧
堂
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
存
在
し
な
い
。

・
や
る
こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
の
共
通
認
識
は
あ
る
の
だ
が
、
ど
れ
を
ど
の
よ
う
に
や
る
か
に
つ
い
て
は
自
由
裁
量
に
よ

る
こ
と
が
非
常
に
大
き
い
。
師
家
の
家
風
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

◎
住
職

住
職
に
な
る
た
め
に
は
、
修
業
道
場
で
安
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
修
行
期
間
は
最
低
一
年
（
住
職
に
な
る
最
低
の
期
間
）。

例
え
ば
、
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
を
出
て
二
年
安
居
す
る
。
そ
し
て
資
格
申
請
す
れ
ば
一
等
教
師
の
資
格
が
取
れ
る
。
一
等
教
師
の
資
格

が
あ
れ
ば
全
国
ど
こ
の
寺
で
も
住
職
に
な
れ
る
。
住
職
で
な
け
れ
ば
僧
侶
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
こ

と
に
住
職
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
の
は
、
本
宗
と
似
て
い
る
。

曹
洞
宗
で
す
ば
ら
し
い
こ
と
の
一
つ
は
、
僧
侶
と
し
て
の
能
力
と
適
正
を
問
う
た
め
、
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
宗

も
見
習
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

曹
洞
宗
教
育
規
程

第
五
六
条

現
職
研
修
会
は
、
本
宗
の
住
職
及
び
教
師
の
資
格
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
一
回
以
上
、
教
学
部
長
が
指

示
す
る
当
該
年
度
の
研
修
要
綱
に
基
づ
き
、
宗
務
所
ご
と
に
行
な
う
。
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第
五
七
条

現
職
研
修
会
は
、
期
間
を
二
日
以
上
と
し
、
僧
堂
の
行
持
に
よ
り
、
僧
堂
又
は
そ
の
他
の
施
設
に
お
い
て
行
な
う
。

二

本
宗
の
住
職
及
び
教
師
で
年
齢
五
五
歳
未
満
の
者
は
、
年
一
回
以
上
、
現
職
研
修
会
に
出
席
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
年
齢
四
六
歳
以
上
で
、
教
師
資
格
を
取
得
し
た
者
は
、
取
得
後
一
〇
年
間
出
席
の
義
務
を
負

う
。
た
だ
し
、
受
講
者
の
事
情
で
、
僧
籍
地
以
外
の
宗
務
所
で
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

前
項
に
該
当
す
る
者
で
、
三
年
以
上
の
間
一
回
も
現
職
研
修
会
に
出
席
し
な
い
も
の
が
あ
る
と
き
、
宗
務
所
長
は
、
そ
の

旨
を
教
学
部
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
九
条

教
学
部
長
は
、
研
修
を
修
了
し
た
者
に
は
、
修
了
証
を
授
与
し
、
教
師
昇
補
の
審
査
の
基
準
と
す
る
。

◎
師
家
と
准
師
家

・
師
家
は
学
校
の
先
生
み
た
い
な
も
の
で
あ
る
。

・
師
家
は
三
〇

四
〇
人
い
る
。
尼
僧
の
師
家
も
い
る
が
、
数
人
を
出
な
い
。
法
制
上
は
男
女
平
等
だ
が
、
事
実
上
は
男
女
の
不
平
等
が

存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

・
師
家
が
教
え
る
統
一
的
な
も
の
は
な
い
。

・
師
家
・
准
師
家
は
師
家
会
に
お
け
る
推
薦
に
よ
っ
て
推
挙
さ
れ
る
。
准
師
家
に
推
挙
さ
れ
る
の
は
五
五
歳
以
上
。
師
家
は
准
師
家
と
し

て
五
年
以
上
在
職
し
実
績
を
積
ん
だ
者
。

・
日
本
人
以
外
の
師
家
は
い
な
い
。

師
家
相
応
の
訓
練
は
、
臨
済
宗
に
は
公
案
と
い
う
師
家
訓
練
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
も
っ
て
行
き
方
を
す
る
の
だ
ろ
う

が
、
曹
洞
宗
の
場
合
、
師
家
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
は
ど
う
い
う
訓
練
を
積
む
の
か
と
い
っ
た
時
に
、
非
常
に
分
か
り
に
く
い
。
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ま
た
、
現
在
の
師
家
は
教
育
者
な
の
か
、
職
業
訓
練
の
指
導
者
な
の
か
と
い
う
問
題
も
出
て
来
る
。

宗
教
儀
礼
に
関
し
て
は
、
葬
式
、
法
事
は
財
政
基
盤
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
大

き
い
法
要
を
す
れ
ば
大
き
い
お
金
に
な
る
の
で
、
儀
礼
に
一
生
懸
命
に
な
る
の
は
、
ど
の
宗
派
に
で
も
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
僧

堂
で
の
教
育
も
、
儀
礼
を
ち
ゃ
ん
と
こ
な
せ
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
、
肥
大
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
と
な
る
と
、

師
家
も
、
結
局
儀
礼
に
詳
し
い
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
僧
侶
教
育
と
い
う
こ
と
を
組
織
化
す
る
よ
り
も
、
職
業
訓
練
に
か
た

よ
り
が
ち
に
な
る
と
い
う
の
は
、
本
宗
の
信
行
道
場
も
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。

ま
た
、
曹
洞
宗
は
異
端
と
正
当
を
分
け
な
い
か
ら
、
非
常
に
幅
が
ひ
ろ
い
。
師
家
同
士
の
道
元
に
対
す
る
考
え
方
は
大
き
く
違
っ
て
い

る
。

◎
僧
堂
入
門
の
儀
式

曹
洞
宗
の
場
合
、
僧
堂
に
修
行
僧
が
訪
ね
て
き
た
時
、
す
ぐ
に
は
中
に
は
入
れ
ず
、
庭
に
一

二
時
間
立
た
せ
て
お
く
。
そ
れ
か
ら
寺

僧
が
出
て
き
て
、
問
答
を
す
る
と
い
う
、
庭
詰
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
そ
の
後
、
旦
過
寮
に
一
週
間
泊
ま
ら
せ
て
、
修
行
に
耐
え
ら
れ
そ

う
か
、
様
子
を
見
る
。

◎
安
居

現
在
、
修
行
道
場
に
ま
る
一
年
間
い
る
全
体
を
、
安
居
と
言
っ
て
い
る
。
一
年
の
う
ち
三
ヶ
月
・
三
ヶ
月
の
計
六
ヶ
月
を
結
制
と
い

い
、
ま
た
、
夏
安
居
・
冬
安
居
（
修
行
集
中
機
関
）
と
い
う
。

結
制
（
安
居
）
の
メ
イ
ン
の
儀
礼
の
一
つ
に
、
あ
る
僧
が
、
ど
の
く
ら
い
の
力
量
が
あ
る
か
を
問
答
を
賭
け
て
試
す
こ
と
が
あ
る
。
修

行
僧
の
中
で
い
ち
ば
ん
力
量
の
あ
る
も
の
を
一
人
選
び
、
首
座
（
し
ゅ
そ
）
と
な
し
、
相
手
に
問
答
を
賭
け
て
試
す
。
こ
れ
を
法
戦
あ
る
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い
は
法
座
と
い
う
。
し
か
し
現
在
、
こ
れ
は
儀
礼
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
結
制
（
安
居
）
は
、
教
育
機
関
の
僧
堂
で
は
毎

年
、
年
二
回
行
な
っ
て
い
る
が
、
本
山
ク
ラ
ス
、
あ
る
い
は
僧
堂
を
別
に
す
れ
ば
、
各
寺
院
に
お
け
る
結
制
は
ま
れ
に
な
っ
て
い
る
。
本

来
は
す
べ
て
の
寺
院
で
結
成
・
接
心
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
一
般
寺
院
で
は
も
は
や
そ
の
習
慣
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

◎
知
的
教
育
の
側
面
の
充
実

永
平
寺
で
は
、
修
行
僧
に
質
問
さ
せ
な
い
。「
ハ
イ
」
だ
け
。
問
答
無
用
で
ま
ず
さ
せ
て
し
ま
う
。
全
部
封
じ
て
し
ま
っ
て
、
全
部
や

ら
せ
る
。
そ
の
後
に
な
ぜ
や
る
の
か
、
ど
う
や
る
の
か
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
や
り
、
教
育
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

欧
米
人
に
教
え
を
説
く
に
は
、
ま
ず
ち
ゃ
ん
と
説
明
し
て
納
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
納
得
し
た
と
た
ん
に
実
に

熱
心
に
、
し
か
も
融
通
が
き
か
な
く
な
る
ほ
ど
、
言
わ
れ
た
と
お
り
、
覚
え
た
と
お
り
の
こ
と
を
一
生
け
ん
め
い
や
る
と
い
う
。
僧
堂
で

の
教
育
は
、
言
っ
て
か
ら
や
ら
せ
る
、
や
ら
せ
て
か
ら
言
う
と
い
う
、
こ
の
両
方
が
均
衡
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
中
で
行
な
わ
れ
て
い
る
学
問
研
究
を
活
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
別
の
視
点
で
、
一
つ
の
理
念
と
教
育
手
段

を
持
っ
た
師
家
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
教
育
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
ど
ん
な
人
物
を
作
り
た
い
の
か
と
い
う
理
念
が
い
る
。
ま

た
、
教
育
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
見
せ
て
、
さ
せ
て
、
聞
か
せ
て
、
言
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
に
有
能
な
師
家
に
よ
る
僧

堂
教
育
を
目
指
し
て
い
る
。

曹
洞
宗
は
臨
済
宗
の
よ
う
に
、
白
隠
禅
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
考
案
を
、
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
に
用
い
る
方
法
は
使
わ
な
い
。
独
参
も
臨
済

宗
の
よ
う
に
、
公
安
を
授
け
て
考
え
さ
せ
、
そ
れ
を
も
っ
て
問
答
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
師
家
が
提
唱

し
て
個
別
に
質
問
を
受
け
る
と
い
う
、
人
格
的
な
、
あ
る
い
は
教
育
上
の
交
わ
り
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
対
一
で
、
質
問
を
受
け
て

そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
る
人
も
あ
れ
ば
や
ら
な
い
人
も
あ
る
。

修
行
僧
を
ど
う
教
育
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
大
き
な
問
題
だ
が
、
教
え
る
人
を
ど
う
教
育
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
き
な
問
題
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と
な
っ
て
い
る
。

◎
嗣
法

曹
洞
宗
で
は
印
可
と
は
い
わ
ず
、
嗣
法
と
い
う
。
臨
済
宗
の
場
合
、
い
く
つ
か
の
公
安
を
通
っ
た
段
階
で
、
印
可
と
い
う
よ
う
な
こ
と

を
多
分
や
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
は
曹
洞
宗
に
は
無
い
。
ど
の
段
階
で
師
匠
と
嗣
法
す
る
の
か
と
い
う
と
、
身
心
脱
落
し

た
時
で
あ
る
。

臨
済
宗
は
公
案
の
答
え
具
合
で
悟
り
を
認
定
で
き
る
。
し
か
し
、
曹
洞
宗
で
は
、
ど
こ
を
も
っ
て
悟
り
と
認
定
す
る
か
は
、
非
常
に
曖

昧
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
は
一
定
の
儀
礼
に
な
り
か
ね
な
い
。。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
印
可
と
い
う
こ
と
は
事
実
上
機
能
し
て
い

な
い
。
臨
済
宗
で
は
、
印
可
と
い
う
こ
と
を
ど
う
い
う
シ
ス
テ
ム
で
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
公
安
の
答
え
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
儀
礼
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
手
続
き
を
踏
む
か
踏
ま
な
い
か
と
言
う
問
題
に
な
っ

て
、
教
育
の
問
題
か
ら
遠
く
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
印
可
と
い
う
こ
と
の
、
最
大
の
弱
点
に
な
り
か
ね
な
い
。

◎
坐
禅

只
管
打
坐
は
、
訓
練
と
し
て
あ
る
い
は
行
と
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
語
れ
る
人
の
他
、
坐
禅
と
言
う
も
の
は
ど
ん
な
も

の
で
、
ど
う
い
う
意
味
が
あ
っ
て
、
教
学
の
ど
こ
に
位
置
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
明
確
な
言
葉
で
語
れ
る
人
間
、
教
育
と
し
て
坐
禅

を
語
れ
る
人
間
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。
道
元
禅
師
は
、
坐
禅
は
大
切
で
あ
る
と
な
ぜ
言
っ
た
の
か
、
釈
尊
の
坐
禅
と
同
じ
な
の
か
違
う

の
か
を
、
明
快
な
言
葉
で
語
れ
る
人
の
育
成
で
あ
る
。



─ ─

◎
海
外
布
教

在
家
に
対
す
る
布
教
は
、
布
教
方
針
に
の
っ
と
っ
て
、
特
派
布
教
師
が
全
国
巡
業
し
布
教
し
て
い
る
。

海
外
布
教
に
は
、
海
外
戦
略
を
あ
ま
り
持
た
ず
、
一
定
し
た
布
教
方
針
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
力
を
入
れ
て
い
る
よ
り
、
自
由
に
任
せ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
教
え
は
、
海
外
で
勝
手
に
根
付
い
て
勝
手
に
育
っ
て
い
る
。
も
し
あ
る
人
が
、
カ
リ
ス
マ
性
が
あ
り
、
正
法

眼
蔵
を
読
ん
で
い
た
り
、
坐
禅
を
ち
ゃ
ん
と
や
る
と
、
あ
ま
り
よ
く
曹
洞
宗
の
儀
礼
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
海
外
に
行
っ
て
勝
手
に
や
っ
て

し
ま
っ
て
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
信
者
が
で
き
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
日
本
側
に
違
和
感
を
与
え
、
対
立
を
生
じ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
統
一
さ
れ
た
海
外
布
教
師
を
育
て
、
海
外
に
打
っ
て
出
る
戦
略
に
乏
し
い
と
い
う
点
が

あ
る
。

◎
授
戒

曹
洞
宗
の
布
教
戦
略
の
根
幹
に
授
戒
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
現
在
、
儀
礼
化
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
戒
を
受
け
た
在
家
信
者

が
、
そ
れ
を
実
践
の
土
台
と
し
て
守
る
と
い
う
視
点
が
希
薄
化
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
授
戒
会
で
つ
け
て
も
ら
っ
た
戒
名
が
、
最
終
的
に
使
え
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
戒
名
を
持
っ
て
帰
っ
て
、
菩
提

寺
の
和
尚
に
、
こ
の
戒
名
で
葬
式
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
を
使
う
住
職
も
い
れ
ば
使
わ
な
い
住
職
も
い
る
。

◎
正
法
眼
蔵

岸
沢
惟
安
が
過
去
六
十
年
以
上
の
正
法
眼
蔵
の
読
み
方
を
決
め
て
し
ま
っ
た
。
今
そ
れ
か
ら
脱
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

現
在
の
師
家
が
好
ん
で
や
る
の
は
、
正
法
眼
蔵
の
中
で
の
、
作
法
が
重
ん
じ
ら
れ
る
、
洗
面
、
洗
浄
の
巻
。
ま
た
、
坐
禅
の
組
み
方
で

あ
る
。
理
念
は
修
証
義
が
支
え
、
実
践
は
死
者
儀
礼
に
集
中
し
て
い
く
と
い
う
形
態
が
で
き
つ
つ
あ
る
現
在
、
正
法
眼
蔵
と
坐
禅
を
ど
う
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関
連
付
け
て
説
明
す
る
か
が
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

曹
洞
宗
の
い
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
弱
点
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、
異
端
と
か
正
統
と
か
言
わ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

れ
が
道
元
禅
師
の
正
当
の
教
え
だ
、
と
決
定
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。

◎
僧
と
尼
僧

道
元
は
、
単
な
る
男
女
の
平
等
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
仏
法
の
前
に
は
、
男
女
は
関
係
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

曹
洞
宗
の
男
僧
は
九
割
以
上
が
結
婚
す
る
が
、
尼
僧
は
九
割
以
上
が
独
身
。
約
一
万
五
千
か
寺
、
教
師
数
約
一
万
六
千
人
。
そ
の
一
割

か
ら
二
割
が
尼
僧
と
い
う
。（
日
蓮
宗
は
約
五
千
か
寺
。
男
性
教
師
約
七
千
人
、
女
性
教
師
約
千
人
。
全
教
師
約
八
千
人
中
、
一
割
二
分

が
尼
僧
）

◎
シ
ス
テ
ム

曹
洞
宗
の
シ
ス
テ
ム
は
、
非
常
に
整
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
適
切
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
大
変
な
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
僧
堂

は
、
教
務
部
学
事
課
の
管
轄
下
に
あ
る
。

◎
合
併
問
題

曹
洞
宗
は
、
檀
家
五
十
軒
以
下
の
寺
が
半
数
で
あ
る
。
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
、
合
併
し
て
い
か
な
い
と
ま
ず
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
圏
内
に
曹
洞
宗
、
真
言
宗
、
日
蓮
宗
寺
院
が
あ
る
場
合
、
同
一
宗
派
の
寺
院
同
士
だ
っ
た
ら
合
併
も
そ
れ
ほ
ど
問
題
は
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
宗
派
が
異
な
る
場
合
、
生
き
残
り
競
争
に
な
る
。
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日
蓮
宗
も
、
宗
門
と
し
て
生
き
残
り
た
い
な
ら
ば
、
僧
侶
の
資
質
を
あ
げ
て
お
か
な
い
と
相
手
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
寺
と
し
て

保
っ
て
い
け
れ
ば
日
蓮
宗
で
も
曹
洞
宗
で
も
い
い
と
い
う
輩
は
、
言
語
道
断
で
あ
る
。

◎
あ
る
禅
僧
の
抱
負

ゲ
リ
ラ
的
な
修
行
を
で
き
る
場
所
を
多
発
的
に
作
り
た
い
。
修
行
僧
あ
る
い
は
一
般
の
住
職
に
、
生
涯
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
意
識
を
植
え
付
け
た
い
。
正
法
眼
蔵
と
坐
禅
の
研
鑽
を
積
む
こ
と
の
で
き
る
、
修
道
院
並
み
の
、
生
活
の
保
障
の
あ
る
終
身
制
僧
堂

が
あ
っ
た
ら
い
い
。
そ
こ
で
修
行
し
た
い
。
更
に
、
地
方
に
戻
っ
た
お
坊
さ
ん
た
ち
が
、
も
う
一
回
修
行
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か

け
を
与
え
る
よ
う
な
場
を
作
り
た
い
。

◎
調
査
後
の
雑
感

「
私
は
現
在
、
日
蓮
宗
教
師
・
僧
侶
と
い
う
よ
り
も
単
な
る
寺
院
後
継
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
な
い
か
」、
と
い
う
こ
と
を
反
省
さ

せ
ら
れ
た
。

本
宗
で
は
、
い
っ
た
ん
教
師
資
格
を
取
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
人
間
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
ど
う
成
長
し
た
の
か
を
点
検
・
検
査
す

る
す
べ
が
な
い
。
す
な
わ
ち
日
蓮
宗
教
師
と
し
て
の
適
性
と
能
力
は
、
依
然
と
し
て
問
わ
れ
な
い
。
現
職
研
修
で
試
験
を
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
だ
め
だ
っ
た
ら
資
格
停
止
を
す
る
わ
け
で
も
な
い
。

そ
こ
で
、
教
師
の
適
性
を
測
る
シ
ス
テ
ム
を
制
定
し
、
ラ
イ
セ
ン
ス
制
を
打
ち
立
て
た
ら
ど
う
か
。
一
回
資
格
を
取
っ
て
し
ま
う
と
、

死
ぬ
ま
で
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
、
自
己
点
検
す
る
、
あ
る
い
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
持
つ
必
要

が
あ
る
。
一
定
の
期
間
が
過
ぎ
た
ら
道
場
に
集
ま
っ
て
現
職
研
修
会
を
催
し
、
修
行
を
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
教
師
資
格
を
再
ラ
ン
ク
付

け
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
し
た
ら
ど
う
か
。
三
十
五
日
間
の
信
行
道
場
で
得
た
実
績
を
基
礎
に
、
生
涯
、
僧
侶
と
し
て
や
っ
て
い
く
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わ
け
で
あ
る
か
ら
。

ま
た
、
信
行
道
場
入
場
者
の
中
で
、
妙
法
蓮
華
経
と
立
正
安
国
論
な
ら
び
に
観
心
本
尊
抄
は
、
唱
題
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
を
理
解
し
た
者
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
言
う
私
も
、
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
を
統
一
的
に
関

連
づ
け
て
、
組
織
的
に
一
宗
の
基
礎
教
養
を
授
け
る
よ
う
な
訓
練
機
関
の
設
立
が
望
ま
れ
る
。

し
か
し
、
宗
門
シ
ス
テ
ム
は
、
よ
ほ
ど
慎
重
に
作
ら
な
い
と
機
能
し
な
い
。
正
し
く
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
誰
が
適
材
適
所
を
決
め

る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

◎
本
宗
で
の
師
家
制
度
の
可
能
性
を
考
え
る

日
蓮
教
学
と
唱
題
を
、
統
一
的
に
、
実
践
的
に
関
連
付
け
て
、
指
導
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
で
あ
る
僧
堂
を
創
立
す
る
。
そ
こ
に
お
い

て
は
、
職
業
訓
練
教
官
と
し
て
の
師
家
で
は
な
く
、
教
育
者
と
し
て
の
師
家
が
、
本
宗
の
理
念
は
ま
ず
何
な
の
か
を
は
っ
き
り
教
育
す

る
。住

職
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
今
の
と
こ
ろ
経
済
的
に
安
定
す
る
の
で
、
住
職
に
な
る
こ
と
が
第
一
で
、
そ
こ
か
ら
先
の
こ
と
は
あ
ま
り
考
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
あ
る
寺
院
住
職
の
職
責
を
引
き
継
げ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、

教
団
の
停
滞
を
引
き
起
こ
す
。

住
職
に
な
ら
な
く
て
も
僧
侶
の
道
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
策
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
僧
侶
へ
の
道
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
住

職
教
団
か
ら
ど
う
や
っ
て
脱
皮
し
て
発
展
し
て
い
く
か
を
考
え
る
時
、
住
職
に
な
ら
な
く
て
も
、
師
家
と
し
て
僧
侶
の
道
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
教
団
発
展
の
道
が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
。
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◎
出
家
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
沢
木
興
道
老
師
の
次
の
言
葉
が
光
を
放
っ
て
い
る
。

「
出
家
と
は
自
己
の
生
活
を
創
造
す
る
も
の
で
あ
る
」

「
め
い
め
い
信
仰
と
い
う
も
の
を
も
っ
て
、
真
の
仏
道
体
験
か
ら
割
り
出
し
て
、
自
分
の
い
ま
の
こ
の
国
で
の
生
活
を
い
き
い
き
と
創
造

し
て
、
真
実
の
生
活
を
し
て
も
ら
い
た
い
」（
酒
井
得
元
『
沢
木
興
道
聞
き
書
き
』
講
談
社
、
一
九
八
四
）

曹
洞
宗
の
寺
院
数
は
日
蓮
宗
の
三
倍
。
臨
済
宗
妙
心
寺
派
は
三
四
〇
〇
か
寺
。

次
回
は
妙
心
寺
派
の
調
査
を
す
る
予
定
。


